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黙阿弥の怪談と怪異、明治維新以後の変遷（続）
（二九）
─ 242 ─
１、化猫怪談の時代（承前）　
明治初期において怪談神経病説が流布し、戯作者や歌舞伎作者、
落語家や講談師等もこの言説の影響の元に作品を創作した。国家が帝国主義的な意図によって軍神を祀りあげるために、この言説にのっとって幽霊を封殺したという説にも言及した。　
一方、動物の怪異は、この時期においてもまだ素朴に信じられ
ていたようで、当時の新聞にもしばしば取り上げられている。近代合理主義や帝国主義へと邁進する国家もガス抜き的な意味でこれを利用し、動物 怪異は息の根 止められなかったのであろう。　
こうした社会の動向は文学・芸能にも反映しており、江戸末期
から明治前期にかけて、空前の化猫ブームが到来する。中心は歌舞伎と講談である。歌舞伎では、三世瀬川如皐、三世河竹新七らの鍋島の猫騒動物、河竹黙阿弥の有馬の猫騒動物・岡崎の猫騒動物、講談では、桃川如燕の有馬の猫騒動物を始めとした連作化譚「百猫伝」が特に有名で、この他、実録物や絵本等も刊行されている。特に
1880 年以降に上演された芸能や刊行された書物は多
い。　
こうした一大化猫ブームとでもいえる文化状況の中で、本稿で
は黙阿弥の化猫物の二作『有松染相撲浴衣』 『五十三駅扇宿付』に関して、前者は原作である桃川如燕の講談の有馬の猫騒動物、後者も原作である四世鶴屋南北作『独道中五十三駅』と比較しながら、怪異の質を考えてゆきたい。２、 『有松染相撲浴衣』と桃川如燕『高櫓力士旧猫伝』 『小野
川真実録』
　『有松染相撲浴衣』の原作とされる桃川如燕の講談がうかがえる書物は二点ある。 『高櫓力士旧猫伝』は桃川如燕著と表記されており、講談の原稿のようである。一方、 『小野川真実録』は、桃川如燕の講演を今村次郎が速記した形となっており、講演時 社会情勢や寄席の観客の傾向等をリアルタイムで反映して ると思われる。 （以下、 『有松染…』 『高櫓…』 『小野川…』と略して表記する。 ）
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　『有松染…』は、有馬の猫騒動を題材にした作品である。親の病と貧困に悩みながら、親孝行で殊勝なお巻が、浅間の太守に気に入られ召抱えられる場面から始まる。器量の良いお巻は妾となるが、浅間の太守のもう一人の妾おしげの奥女中たちに妬まれる。おしげの奥女中 一人霧島が、小野川の弟子花菱と相撲を取るなどして盛り上がっている場に、犬に追われた猫が逃げ込み、肴の入った皿に飛び込んだり 紋付を汚したり たため、太守の命令で殺されそうになる。しかし、お巻の助命に共感し 方や奥方の奥女中・腰元たちの嘆願で猫は許される。　『高櫓…』では、お巻にあたるのはお槇、おしげにあたる はお志賀であり、 『小野川…』では、お巻に当たる はお瀧、お げにあたる妾は登場しない。　『有松染…』では、 助けられた猫が当初より化猫であったことが、騒動が起こる前の浅間家 屋敷に猫が見慣れぬ若い男の姿で現ることで示され 。命を助けられたお礼を告 るために猫が主水若衆に化身して現 る 主水若衆は、屋敷内 突然現れ の作った下の句に上の句を付け句してくる。そして、礼を告げお巻の書いた短冊を奪っていった その後、短冊を猫が持ってい ことから、主水若衆は猫の化けた姿だとわかる。　『高櫓…』 『小野川…』においては、猫は主人の生前に何者かの人物に化けて姿を現わすことはな 。化猫が怪異を起こしたり化身したりするのは も ぱら主人が不幸な死を遂げた後 部分凝縮されている。なお 『小野川真実録』に登場する猫は二匹おり親子である。殺されそうになった子猫を助けられて親猫が恩義に報いようとす 展開である。
　
原作との違いは、元々この猫が化猫であったという設定が見ら
れる点であろう。鍋島の猫騒動物では、通常は主人の仇討ちのために猫が化ける等の怪異を起こすのが主流であり、有馬 猫騒動物も同様である。桃川如燕が、小幡小平次物と化猫物をないまぜにした講談『百猫伝巻之一
　
俳優市川団十郎の猫』においても、
主人の仇討ちのために猫は化けるという展開となっている。主人の仇討ちをするような事態が起こる前に 猫が最初から怪異を発揮する展開は珍しい。　
次に猫が怪異を表すのは、猫が死んでお仲に乗り移る場面であ
る。もう一人の妾おしがの女中 ちが、正室である奥方を呪詛する人形をでっちあげるが、奥方は見破ってしまう。しかし、 うした謀計が再度重ねられ のではないかと絶望 、お巻は自害する。この時、猫はしきりに主人 自害を止めようとし 猫に話しかける。猫とお巻の深い愛情 交流を丁寧に描き出 て、後の猫の仇討ちに共感させる展開は、原作に 独自のものである。　
ところが、お巻の女中であるお仲は、猫が主人を救えなかった
愚痴を言い猫を責め ため 仇討ち 行って返り討ちあい、瀕死の状態で戻ってくる。猫は死んでお仲に憑りつき、三人の女中に仇を討つ。
　
はあとばかりに泣き伏せしが、死したる三毛は燈火と共に形は消え失せたり、不思議やさつと一吹の風にお仲はむつくと起き、　
トお仲泣伏す、薄ドロのやうな風の音になり、
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行燈の明り消える、猫お仲の背中へ飛上り、體の内へ消える仕掛よろしく 是れにてお仲すつくと立上り、思入あつて、
　　　
おゝそれよ、畜生ですら恩を忘れず其身を捨てるに、人として恩を報はぬ其時は、猫にも劣る人でなし、もう此上は我身も共に、叶 までも主人の敵、命を捨てゝも四人の者に恨みを返さで置くべきか。
　
はつたと睨み忿怒の形相、さながら猛虎の勢ひなり。虎にはあらで三毛猫の、足跡慕ふ惡戲もの。　
トお仲に猫の一念乗り移りし思入にてき とな 、猫のこなし、此時廊下の口より奥女中小濱、雪洞を持ち先きに立ち 朝霧、霧島短刀を持ち猫を捜しに來たる心にて出來り、
　　　　　
　　　　　　　　
…（中略）…
　
三毛を尋ぬる三人の、聲にお仲は身を潜め、猫にひとしく窺ひ居る。　
ト此うち薄ドロにて、お仲猫の思入にて三人を窺ふ、これにて心附かず三人あちこちを見廻し、お仲を見附け猫に見ゆる思入、
小濱
　
や、今の猫はあそこに居ります。
朝霧
　
こんどはお逃し遊ばすな。
霧島
　
心得ました。
　
心得たりと三人とも、一度にはひればお仲は飛びつき、 （ト三人つかとはひる。 ）
お仲
　
主人の恨み思ひ知れ。 （ト三人に喰ひ附く．是れにて皆々
心附き、 ）
小濱
　
や、そちは端女の、
朝霧
　
お仲なるか。
霧島
　
慮外ものめが。
三人
　
覺悟しや。
　
覺悟をしやと拔連れし白刄に切られぬ怪猫の、一念皮肉に分け入れば、飛行自在に荒出し。　
ト始終薄ドロ

にてちよつと立廻りきつと見得、
是れより誂への鳴物になり、お仲立廻りのうち前髪亂れ、口のはた 血紅を附け、猫の乗り移 し思入にて、三人を相手に立廻りよろしくあつて、ト三人共嚙み殺しきつと見得、
　
狂ひ狂うて。　
トお仲喰切りし首を御へ、死骸の上にほつと思入、
　
お仲になぜ恩人であるお巻の仇を討たないのかと責められ、猫
は本当に仇討に行って返り討ちにあってしまう。しかし、切られて苦しみのうちに死んだ猫の死霊は、泣き伏すお仲に憑りつく。憑りつかれた途端、猫でさえ命を捨てて仇を討つのだから でありながら主人の恩 報いようとしないの 猫に劣るとい 思いがふつふつと沸き起こり、小濱・朝霧・霧島 三人相手に飛びまわり、かみ殺し仇討ちをする。　『小野川…』では、猫は白猫であり、誰かに憑りついて復讐するのではなく、親子で加害者の女中た を次々襲って復讐する。費用が莫大であるため、家老や奥方から頼まれ能役者や相撲取り
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の出入り留めをお瀧が提言したため、女中たちの楽しみを奪ったとして、お瀧が恨まれる。猫が襲う際に一度だけ名前が登場するが、総じ 「 末」とさ 個別化して描かれていない。ここでは、猫は化けることもしないし憑りつくこともない。 『高櫓…』では、猫は黒猫であり、 この黒猫の手引きと助力によって お仲が小濱 ・朝霧を切る。　
怪猫は、次にリーダー格の岩浪を襲う。
　
本釣鐘薄きドロのやうな風の音になり、櫺子をこはし大きな猫頭を出す、是れを見て岩浪は、
　　　
あれえ。 （トびつくりして、逃げられぬ思入にて膝行り居る。 ）
　
すくむ五體にたらと冷汗流す濡鼠、飛びかゝらんと魔物の一念。　
ト誂へ上下の合方になり、櫺子を破り以前のお仲飛び出し、猫の見得、岩浪鼠のこなしにて逃げようとする、お仲猫の思入にて に嚙附く、これより猫と鼠のこなしよろしくあつ 、鼠のやうにもてあそびになし、トヾお仲岩浪を喰殺し花道へ悠々と行く、始終薄ドロをあ らひ、此時鐡鋼行燈自然と灯つく。合方きつばりとなり 上手より以前の重左衛門、繼上下大小にて 雪洞を持ち出來り此體を見る、お仲恐れし思入にて花道へはひる、ドロを打ち上げ、重左衛門跡を見送り思入あつて
重左
　
只今あれへ逃げ行きしは、お卷が使ひし端女のお仲、用事
あらざる此の廊下を深夜に及び通行なすは、何事なるか合點行かず、四邊を見れば四人の者賛をみだせし此の死骸、仲が主人の恨を受け繼ぎ仇を返せしものなるか、是れに附けても心善からぬ四人の者が非業の最期。 （ト岩浪の死骸を見て、 ）是れも惡事の報いなるか。 （ト爰へ以前の切られし猫、岩浪の死骸の側へあらはれ、すつくと立ち、雪洞へ映り 心にて、 ）正しく怪猫。 （ト重左衛門きつと見返 を木の頭、 ）は な。
　
怪しかりける。　
ト猫はばつたり倒れる、重左衛門これを見て、不審の思入、
　
最初の部分に岩浪の罪悪感からくる神経病とも解釈できる心理
描写がある。その後、大きな猫が頭を出し、逃げようとする岩浪にお仲が噛みつき食い殺す。逃げるように去ってゆくお仲を重右衛門が目撃し、お仲が主人の仇をとったのは相手が悪人であったから仕方 ないと好意的な目で見ているが、その際に見えた、切られたはずの怪猫の姿には不審感をいだく。　『高櫓…』では、中老の岩波は武芸の心得もありなかなか手強いが、お仲は黒猫の加勢により、岩波を刺し殺す。女中らが騒ぎ、復讐を遂げた事 お仲は自害するが、黒猫は姿を隠す 『小野川…』でも、老女岩崎 やはり武芸の心得もあり、女に似合わぬ小力もあるが、親子猫が次々と食いつき殺す。猫が仇 討ってくれたので、お仲は自害する。その頃、 の主人であった妾お瀧の弟與吉は恐ろしい光り物を目撃し、家 帰る 大き 畜生
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足跡が板の間にペタペタ付き、仏壇の障子の紙に女の髪の毛がぶら下がり、仏壇の障子が外れて岩崎の首が転がり出る。　
その後、岩浪らの主人である妾おしがは、女中たちの不祥事の
ためか、浅間家からお暇を出される。一方、浅間家に仕えていた関取小野川も、互角の勝負 末、雷電に負けお暇を出される。おしがは元々小野川を慕っておりながら、殿様のご意向で妾となっていた。このたび 実家に下がった後も小野川を慕う気持ちは変わらず、父小兵衛に口添えをしてもらいながら小野川に求婚する。しかし、小野川 死を決意しているため受けようとしない。思い余ってお がは自決するが、その時の様子が尋常ではなかった事を、父小兵衛は小野川に報告する。　
おしがは猫が恨みを返しにきたと言い、あたりを切払ったうえ
で自殺したという。朝霧らの下女中、リーダー格の岩浪に続いて主人のおしがに憑りつき自殺させるというのは まさに身分 低い者から高い者へと猫の祟りが及んでゆく構図となっている。　『高櫓…』では、お志賀は、お槇の自害の件で有馬家からお暇を出され、小野川に求婚するが身分違いと断られ、異常な精神状態で、 奔し水死する。なお、 『小野川…』 は、おしがにあたる妾が登場しないため、こ くだりはない。　この後に、 『高櫓…』では、有馬家の足軽で放蕩無頼な鳴澤吾助
が、お槇の母お道を殺害して有馬の殿様の奥様からいただ 大金を奪って逃げ、火の見櫓にいた酒飲みの近藤 酒を飲みながら火の見の番をしていると 怪物 襲われ殺害されるくだりがある。『小野川…』でも、有馬の火の見番の鳴澤五助が、お瀧の母を殺害して有馬の殿様の奥様からいただいた大金とお瀧 所持金を奪
う。そして、同役の大久保に酒を飲ませて仲間に引き入れようとするが、大久保が頑として悪事 加担するのを拒否するので、鳴澤は大久保も切ってしまう。火の見櫓には魔がさすという評判なので、逃げてしまえば鳴澤も襲われ身体まで持って行かれたと思われるだろうと考えて逃げよう たところ、何者かに名を呼ばれ身体がしびれて動けなくなり、猫に首を食い切られる。後 、與吉の家には、鳴澤の首と財布が並んで置い あった。　
この後、猫の憑りついたお仲は、浅間家の火の見やぐらに登り、
飛行自在であるため足軽たちが手を焼い いる。そこへ小野川がやってきて、お仲と対決する。小野川はお仲を取り押さえ、猫の霊を立ち去らせると、お仲 自害する。
　
時しも冬の中空に、老女の粧ひ物凄き、月も雲間の薄暗がり、鐘の響きも木枯しの、風に交りてどろと、震動なすに異ならず、肌に貫く寒 ぞつと身の毛も立つ煙り、見上ぐる火の見の中段より顯はれ出でし猫の怪、お仲は髪を振亂し、柱に爪を磨ぎ立てゝ、物凄くも又恐ろしゝ。　
ト此うち小野川は尻を端折り、身ごしらへして、きつと櫓の上を見上げる、ドロにてよき所中段の羽目を毀し、黄色の煙りぱつと立つ、お仲猫のこしらへにて髪を振り亂し短刀を逆手に持ち 櫓の閂に片足踏みかけ下 見る、 肌 脱ぎ、双方きつと見得、誂への鳴物になり、お仲平舞臺へ飛び下りる、小野川大手を廣げ生捕らうとする、お仲短刀
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を持つて突いてかゝるを身を躱し两人立廻る、此うちお仲は始終猫の思入よろしくあつて、小野川お仲の襟上を取つて引き寄せる、お仲振りはなすことの出來ぬ思入。
　
襟上取つて引き据ゑれば、年經る猫も大力に四足を藻掻くばかりなり。
小野
　
一旦命を助けられし恩を忘れずお
どのに、無實の言ひか
けなせし者 、一々汝が害せしは、あつぱれなる忠義なれど、なぜ速かに立ち去らざりしぞ、淺間の屋敷に恨みある年經る猫の怪異ありと、尾に尾をつけて世上 噂、御家の瑕瑾にな 事を汝は辨へ知らざるか、假令主人の仇にもせよ、多人數害せし上からは、最早命はあらざるぞ。
　
大地へ摺り突き放せば。　
トお仲の襟上を取り、猫を懲らす思入にて大地へ摺り附け突き放す、お仲猫の思入にて小野川をきつと見上げ、
　
主人に無實の罪負はせし四人の者は害せしかど、今一人の吾助をも害せし上にて立ち去らんと、是れまでお仲の五體を借り、附けねらへども水天宮の、尊き守りを所持なし居るゆゑ妖魔 身にては近寄りがたくあらぬ浮世の噂となり御家に瑕を附けたるは恐れ入つたる我が身の科、只今爰を立ち去りまする。 （ト此うちお仲よろしく猫の思入、 ）
　　　
悔悟いたさば速に、お仲が五體を立ち去るべし。
　

いふにお仲はかつぱと伏し、猫の一念立ち去れば、
我に返りて顔を上げ、　
とお仲かつぱと伏し、ドロにて黄色の煙り立ち、お仲正氣になりし思入にて、
　『高櫓…』においては、鳴澤吾助への襲撃と殺害を皮切りに、毎晩、火の見櫓を見張る足軽たちが怪しいものを見る。 （ 「何やら黑き物の膝の邊を飛廻るを眼を止て能々見ればまた生々しき女の首にて丈なる黒髪を振乱し」 「虛空を飛て二人の方を打見遣り
莞
爾と打笑ふ」 ） 。有馬家では、妖怪退治を誰に命じようかと頭を悩ましていたところ、有馬家に仕え 関取である小野川が、恩を報ずるために名のり出た。火の見櫓で妖怪の出現を待ったが、妖怪は弟子の八陣 化けて柏戸親方が急病だと欺く。ここで初めて猫は人に化けて登場する。やがて「森の茂みの暗き方より月の如き光り物此方 指 飛來」り、仲間が腰を抜かして逃げ帰ってからは、 「火の見へ顯はれし 物が、今はお屋敷中の淋しき所へ出て時廻りの者を恊かす」 ようになる。 「脊の高き山伏」 や 美麗き」「十六七の娘」に化けて現れ、拍子木や提灯を奪い取る。小野川は火の見櫓に上るのをやめて時廻りを始め が 化物 家老に化けたり、有馬家の柔術指南で小野川も世話になっ 犬上軍兵衛に化けたりして現れ、提灯・拍子木を奪われ 。さらには、小野川を贔屓する西山友之進 化けて小野川宅 やっ きて、食物で釣り出すという妖怪退治のアドバイス するが、魚だけが奪われる結果となる。再び火の見に上ると、弟子の岩角に化けて登っ きて騙そう したが、小野川が切りつけると 黒猫の毛を残して逃げる。小野川は水天宮のお札を神棚に祀り、水垢離を取って祈る
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「毎夜の如く水天宮に参籠して」 「七日の満願に至」る。そして、再び「怪しき物の見えたり」と聞いて火の見に行き、 「惣身一体眞黑にして其美麗 事天鵞絨の如く尾は二股に裂廣がり眼は金色に光り輝き其形容宛然畫ける虎の如く是ぞ全く猫の年經し者と見定め」 、 「神夢の御告」により「怪猫は火の見櫓の緣の下を巢窟となして潜み居る」 と知り、 「足軽大勢に指図して」 「妖怪の出入りする」「大きなる穴」を見つけ、 「焚火の支度を整へ」 、 穴の小口へ積重ね火を焚付けて熏し」た。すると 形は犬と見紛ふばかりにて口は耳の根元まで裂廣がり尾は二股に割毛色は總て黑けれども其中に赤毛の交りしは以前は三毛の猫なりしが今は年經 眞黑に變じ光りを生じて天鵞絨の如く怒れる襟毛は立て宛然針を植たる金色を帯て閃々と光り眼は黄金の鈴に似て月無空に明星が照輝くが如く人 白眼む其形容 實に怖ろ き有様」 大猫が躍り上がる。小野川は「妖猫 飛付來るを引外し大喝一聲 切下したる一刀の力に彼の妖猫が脇腹を破落離ずんと切裂たり」 「猫は身を悶え苦しみながらも益々猛り 小野川に咬付んと肩の邊りへ飛付」が、 「耳を摑み力 極めて引下し
と其塲へ投付け痿むを速さ
ず飛懸り骨も通れと
一刀切付しかば襟首の所を五六寸切下げら
れ流石の怪猫も今は身体疲勞れ果働き得ず其所へ
とばかりに平
張伏て呻き苦しむ」 。さらに「一太刀咽喉の邊を刺通したり かば妖猫は手足を縮め煩悶つゝギャッと叫びて斃れ」 、小野川 化猫を退治した。　
一方、 『小野川…』では、小野川は雷電に負け有馬家を暇となっ
たままで、足軽たちの話 聞いて火の見櫓に上げてもらい妖怪変化を倒そうとする。青山辺に火事が見え盤木を鳴らしてしまい、
火事もないのに盤木を鳴らしてしまう。次の日は化かされまいと本当の火事があったが盤木を打たず、火の見櫓を降りるように言われてしまう。何とか頼み込み、次の晩も にいると、妖怪は弟子の水引清五郎に化けて現れ 小野川の息子の首が亡くなり小野川の妻が騒いでいるという。後に、本物の清五郎 登場で化かされたと判明する。次の晩は、有馬雪斎という有馬家のご隠居から変化を倒すために有馬家秘蔵の名刀をくださると言われる。雪斎を訪ねてみたが何の沙汰もなく、手紙は実は白紙であったと判明する。その後、 火の見に戻ったところ、 「色青褪め 一人の女」が現れ、取り押さえようと ると「忽然 して夢現の如 なり身体疲れて指先さへも自由に動かず五体すくんで 變化のために愈よ殺さ る事かと思ふばかり」であったが、 「気をば取直してハッタと睨」み女に切 付け、白猫の尻尾を切り落と た。 猫は狂暴化し、夜回り足軽を襲う。他の足軽たちは恐ろしく り有馬家に奉公できないと言い出す。そこで、 は、家老の許を得て夜回りを続ける。十五日目の雨の降る晩 、小野川は水田の水天宮を念じた名刀を携えるが、光り物に気を取られる間に拍子木を奪われる。次に有馬藩の柔術指南役で小野川も世話になった犬上軍兵衛が現れ、小野川は手に「ズブリと突込」まれ 「血がダク出て痛み 激しい」 。 「此上は神の力でなけれ も打てない」と考えた小野川は、水天宮で水垢離を行った。そこで 本物の犬上軍兵衛と出会い、軍兵衛の道場 行き、 「向うに体があつたら後ろを切れ後ろに姿が見えたらば前を切れ」とアドバイスれる。赤羽の有馬屋敷に向かった小野川を、弟子の水引清五郎・越の海勇三が後を追い、二人も水天宮で水垢離を取り竹槍 作
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た。有馬の火の見下に行くと、 「全身眞白なる猫」が出現し、 「飛掛かる其の勢い猛虎 如」く小野川を襲うが、小野川は「後ろの足を一本切った」 。小野川が勢い余って転んだ所へ、 「猫は上に飛び掛つて來る途端に突出したる水引清五郎の竹槍に体を交はして飛退うといふ時又も横合から突出だした勇蔵の竹槍怪力の爲めに脇腹より左りの前足のつけねまで突通され流石 猛き怪猫もギャァッとばかりに一聲叫ぶを小野川喜三郎が起上がつてエイといつて切り下げたれば全身勞れ 猫の事ゆゑ遂に其の塲へドウと倒れて息絶へ」た。３、 『五十三駅扇宿付』と四世鶴屋南北『独道中五十三駅』　『東海道中膝栗毛』の影響を受けて成立したと言われる『独道中五十三駅』に比し 、 『五十三駅扇宿付』は、場面と人物を焦点を絞って怪異を描いている。 『独道中五十三駅』はそ 構想から
「五十三次の宿次を京から順にそれぞれ舞台に出現させようとする思い付きに仕組みの基礎があった。 」 （ 『鶴屋南北全集
　
第
12巻』
解説、服部幸雄）ため名所巡りに主眼がある。一方、 『五十三駅扇宿付』は きっちりし ストーリー構成を行い、ストーリーや人物の軸を作ってまとめている。 （以下、 『…扇宿付』 独道中…』と略して表記する。 ）　『…扇宿付』の化猫が登場する三幕目は、 『独道中…』では猫石の精が登場する四幕目「岡部宿松並木の場／鞠子在古寺の場／同　猫石怪異の場」であり（岡部宿は現在の静岡県藤枝市岡部町、
鞠子宿は現在の現在の静岡県静岡市駿河区丸子） 、 通称 「岡崎の猫と言われるが、実際の舞台は現在の静岡市内の である。現在
の静岡市駿河区丸子と藤枝市岡部町の間には山道があり、そこにある宇津ノ谷峠の途中に猫石と言う石が現存しており、この石を題材にしている。そこで、黙阿弥は舞台を岡崎市の無量寺に設定変更する。　『…扇宿付』は、一幕目にお袖の母お爪が登場し、西川宗三郎と駆け落ちをするくだりがあり、 『独道中…』に登場するお袖の姉お松は登場しない。二 ・五幕目は、一幕目にも登場する平井權八が中心である。遊女と恋仲になり困窮して辻斬りで多くの人 殺害して金品を奪い、処刑された人物で る。猫石の精が 場する三幕目は狩人繁藏を介して四幕目へと続く。一方 六幕目では、宗三郎とお袖が、権八からもらった金を役人からとがめられるが共に猫石の精と戦った行きずりの五百原正作 よ 助けられる。七幕目は、権八の許嫁であった八重梅が、暴れ者久下玄蕃一党にからまれ手ごめにされそうだったのを がやっつけた話である。　このように黙阿弥はストーリーの錯綜する『独道中…』の猫石
の精の物語に白井権八の物語をからめ、まとまった芝居へと再構成したので なお、 『独道中…』の猫石の精霊は、 『…扇宿付』では妖猫となっている。　『独道中…』は、二幕目にお松・お袖・丸子猫石の精が初登場する。お松は当初より猫を抱えて登場する。お松は、妹のお袖に人を呪うのをやめるように注意するが そ 際 の顔が痛みだす。実は、お松を呪っていたのは、お袖であった だ。お袖は藤助により懐妊し、姉のお松も女郎として民部（藤助） より懐妊しており、お袖が呪ったライバルは実は姉であったことがわ
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る。お松が、病気の実母を救うために身を売った後に、お袖・藤助・左次兵衛の所に亡くなったお松とお袖の母の死骸が届く。藤助が死骸に十二単を着せ三人が回向する 、左次兵衛は、お袖に、藤助を殺すために腰の刀を盗むように言 が、そこへ猫石の精が現れる。　
猫石の精が登場する場面では、 「古みすのやぶれより、そのかた
ちぱつくんなる大猫のつら見へて、眼をひらききつとなる兵衛びつくりして、／左次
　
ヤヽヽヽヽ、みすのちぎれに見ゆる
は、ねこのおもての。さもすさまじき。／トなたにてみすを切て落す。こゝに丸子精石 精、十二ひとへのなり 老女 こしらへにて蚊やりの火をたき、猫の顏にて鏡台、かねつけ道具をならべ、かねをつけている。左次兵衛びつくりしてふるふ 猫石の精ふりむいてきつとみる。口の廻りおはぐろつきいるてい。 」と十二単の老女の姿で現れる （母の死骸に取り憑いたと推定される。 ）　
次に、 『…扇宿付』の妖猫の登場する三幕目と四幕目を、見てゆ
きたい。　
冒頭で村の怪異が噂される。子供達が表へ出て赤子の守りをし
て居る所へ、友達の子供に化けてやって来てさらっ 行くという。三州きっての腕前の鉄砲撃ちである繁蔵に頼んだこと 語られる。　
次に、くらと雲鐡が登場し、二人の会話で、老女が一人で住む
古寺にくらが出入りして ることが語られる。その後、宗三郎とお袖がくらと遭遇し、宗三郎は知己を頼りに岡崎に来たがそ 家は断絶して跡形もなく、行く当てもなく困ってい と語る。くらは、二人を 案内する。宗三の知己野崎主膳の母と名の 老婆が留守番をするその古寺は、無量寺という現存する寺であり、
リアリティのある設定となっている。　
一方、 『独道中…』では、お袖が生んだ子の父中野藤助を探して
めぐりあった直後に、昔藤助の家に奉公していたくらと藤助が再会する。体調を悪くしてい お袖 ために、くらは自分の住む所まで道案内をしようとするが、その途次に宿はな 今までなかったはずの古寺にたどりつく。地元に住んでい がら見た事もないという設定から、妖怪が住んでい 幻覚を見せているのではないかと想像がつく。　
その後、 『…扇宿付』では、くらは、宗三郎・お袖とつたをひき
あわせ、つたは野崎の母として振舞うが、赤子を見て、よく太ていて食べたいくらいだなど 口走ったりもする。宗三郎にも、つたに対する不信感が見られる。 『独道中…』では、猫石の精は母の遺体 憑依してお袖を娘と言い、お袖も母と見る。お袖が出奔した後に母は牢死 と言われていたが、後に蘇生したと猫石の精は言う。この辺も『…扇宿付』の方が不自然さが少ない。そして、お袖・藤助は、古寺に泊まることにな　『…扇宿付』では、宗三郎・お袖に続いて、雲鐡が道に迷った正作を連れてやって来る。つたは、正作にも泊まって けと言う。正作との会話の中、つたは徳川への恨みを語る。だが、正作は、大阪落城より
100年たつにもかかわらず、現在
60歳だと語るつたの
話の矛盾に気づく。一方 、古寺 すさまじい不気味さに恐怖を感じていたが、正作が現れ二人と同宿するというので、心強く思う。　
夜、くらはつたの部屋の行燈を変えに来る。そこで、くらはつ
たが行燈の油をなめるのを見てしまう。
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おつた四邊を窺ひ行燈の側へ寄り顏を入れる、此形猫にう る、舌 出し油を甜めることよろしくあつて、よき時分おくらそつと顏 上げ、此の體を見てびつくりなし、はつと飛退き逃げようとする、おつた裾を押へて、
　　　
これ、こなたは何ぞ見やつたか。
くら
　
いえ、何も私は、
つた
　
いや、何か見たであらう、殊にそなたは常々からわしが望みの子年の產れ 命は貰うた覺悟しや、さあ、念佛なりと申しや なう。
くら
　
どうぞ助けてくださりませ。
　
トおくら遁げ出すをおつたつかと行き襟上を捉へる、 振切りおつたと向ひ合ひきつと睨むこれにておくら縮む、爰へ嚙附きしこなしにて飛附く、おくら苦しみなが 仰向けに倒れる。おつたは、中腰になり、下手へ手を突ききつとなる、この時顏猫の模樣よろしく、おくらはよろ逃げるをおつた毛のはえたる手 打倒す、是れにて鼠の思入にて、おつた飛附き、襟元を御えよろしくあつて、正面の簾の内へ引込む、
　
宗三郎とお袖は気味悪く寝られずにいるが、宗三郎がつたに声
をかけたところ、つたは口のあたりを血で染めた顏を見せ、宗三郎は驚く。そこへ雲鐡がやって来て、この古寺の辺を居所とする
変化が赤子を取り食うから、宿泊するのはやめた方が良いと言う。忠告した後、雲鐡は村の人々がやってきた幻覚を見て、独り言をつぶやきながらうろうろし、やがて何者かに襲われてしまう。
　
この時、大ドロになり、雲鐡連理引きにて引き戻され舞臺へ來る、
　
宗三郎お袖は平舞臺へ下りて、この體を見て打伏せになる、雲鐡は襟髪を取られし形になり、
雲鐡
　
あゝ苦しや助けて下され、今口走りしは愚僧が惡かった、助けて下され。
　
トドロ て雲鐡我が手で襟 拂ふこと、眞中にてくる廻る、この時二重御簾の内より毛の生えた長い手出で、雲鐡の襟髪を取る、これにて雲鐡苦しみながら御簾の内へ引込まれる、宗三郎お袖そつと顏を上げ 、此體を見て抱子を放し氣絶する 又ドロになり、長い手出で抱子を引く、
　
宗三郎とお袖は雲鐡が御簾に引き込まれたのを見て気絶し、正
作に助けられる。気絶している間に赤子の姿も消えている。そこへ村中の百姓たちが妖怪退治に古寺へやって来る。つたは、正作、宗三郎、村 に囲まれ、猟師の繁蔵に撃たれる。
　
ト正作宗三郎御簾を引取る、これにて一面にぱらりと落ちる。内に老女十二單衣のこしらへ て住ひ傍に鐡漿道具をおき鏡臺に向ひ、鮑貝にておはぐろを
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附居る、两人見て、
　　　
扨こそ汝は變怪よな、いで、正體を、
两人
　
顯はしくれん。
つた
　
やあ、おろかや两人、汝等ごときに暗々となど本性を顯はさう 、早々 の場を退散せよ。
正作
　
やあ、假令その身の業通にて姿を包み隠すとも、身共が所持なす不動の名刀、梵字の威德と手練を以て、きつ 正體顯はしくれん。
宗三
　
わが子の敵、憎き妖怪。
正作
　
不勣の劔で討取らうや。
つた
　
さあそれは、
正作
　
本性明すか、
つた
　
さあ、
三人
　
さあ。
正作
　
きり本性、
两
人
　
顯はしをらう。 （ト是れにて老女、劔に恐れるこなしあつて、 ）
つた
　
ちえゝ殘念や、口惜しや 劔に彫りし梵字 威德と汝が手練に敵し難く、今ぞ本性語り聞けん。
两人
　
何と。 （ト誂への合方になり、 ）
つた
　
我は大和の國金峰山 奥に產れ、數千年の功を經て父諸共に攝津の國、大阪城の北 櫓 年久 く住ひしが、落城の折わが父は焰の中 身を焦し この身は辛 遁れ 恨みに思ふ德川の本國三河 飛行な 西尾の家の老女にて二尾と言ひしを咬殺し、姿を替へ 國中を惱まさんと思
も、望みの叶はね上からは、見よ此場で汝等にも、修羅の苦患を見せてくれん。
正作
　
小癪な一言、ものどもそ 。
皆々
　
合點だ。
　
ト正作宗三郎左右よリ切つてかゝる、おつたちよつと立廻る、百姓皆々竹槍を差附ける、是れにて大ドロになり 皆々たぢとして跡へ下がる、老女正面へ逃げてはひる。跡追駈け行かうとす 此時下手張壁を破り、内より吹替の猫出でちよつ 立廻りあつて、よき程 本鐡砲の音して、吹替上手へぱつた 倒れる
　『独道中…』でも、猫石の精は、お袖・藤助の子を抱いたくらと会話する。猫石の精が幼子を寝かしてやると言い、盆踊の歌を歌う 、二匹の猫が歌に合せて立って踊る。　くらは夜がふけるにつれて、すさまじい恐怖を感じる。くらが
寝たと誤解した猫石の精は、 「あんどうを引寄、その内へ顔をさし入る。その形猫に移る。長き舌を出し、 ひちやと油をなめる」 。くらはこの様子を見てしまい、このため、猫石の精はくらを食べてしまう（ 「顔はなまなりの猫 顔になる。 」 「手 出してはりたをし、あちこちをかむ事。 」 ）　
一方、藤助は、くらの母が蘇生したことを疑っている。お袖は
かつて姉を呪って醜い顔にしたこと 悩んでいる。ここへ 死人を葬る所を探 いた願哲と、お袖 ものにしようとして追ってきた五郎吉がやって来るが、藤助は追い返す。その後、赤子が泣
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くため藤助は薬を買いに出て、お松の亡霊と遭遇する。お松の亡霊は、お袖を見て怨念の形相となる。やがて、お袖はお松の亡霊に気がつき、お松の亡霊はお袖を襲う。この時初めて、お袖はお松が非業の死を遂げたこと 知る。藤助が帰ってくる お袖が倒れており、姉お松の亡霊が現れ、その恨みを受けお袖は世を去ると言い、苦しみながら事切れる。　
ここで藤助は、怪異をなす存在に気がつく。 「下のせうじ家た
いのやぶれより、細長き手を差のべ、お袖のゑり元 とらへ、づると障子の内へひつこむ。藤助びつくりして、／藤助
　
さて
こそあやしい一
ト間の内。○／ト家たひへかゝり、 せうじ取のける。
うちにお袖の首なき死が 有り、薄どろにて、くだん 家たひの内より玉生［ （魂しい） ］ふわりとむかふへ飛ゆく事助おどろき、／藤助
　
コリヤ、死りやふのわざにお袖はかわひや。
さすれば今よりおさな子は、親に［ （乳房 ） ］はなれ 泣き死に。○／ト思い入れ。どろに（て）この時上の方のせうじ 内より毛のはへし畜生 手を出し、つめをとぎたてしていにて、赤子をつかみひきこむ。／藤助
　
又もや、こなたに。○／トかけよつ
て障子をけはなす。 内に二やくの ［菊五郎］ 、 くだんの老女にて、 （赤子を）つかみ、これをくろふていにて立ち身。 」　『独道中…』では、お袖の母を名のる猫石の精が、藤助の見ている所でお袖・赤子を次々と襲って食べてしまう。 『…扇宿付』では、くらと雲鐡と赤子が食べられ、 袖は生き残 。つたが行燈の油をなめたの 見てしまい るのは『独道中…』と同じであるが、雲鐡はつたの一味であるにもかかわらず、 の寺変化が出て付近の赤子を食べてしまうので逗留をやめるよう 忠
告したために、つたに食べられてしまう。　
猫石の精が、藤助に自らの出自を語るのはその直後である。こ
の出自が『…扇宿付』とは異なっている。 『独道中…』では、南蛮国において、偶然に「猟虎院虎」の生が合 て異獣が誕生したという。異獣は日本にわたって、 「火車」と呼ばれた 東国に下る道にて山中にわけ入って人を害し 姿を隠し 「大石」となった。人々も恐れ、雲を起こしたり炎の色に光ったりする魔界の者である猫石の精霊であると言う。さらには、毎日恩愛を受けた飼い主の松山の怨念と合体し、恨み つきないと言う。　
猫石の精霊は、藤助が懐中から出した経典一巻と、同時に現れ
た犬とに苦しみ、猫石と化し、周回は茅原となる。そこへ、願哲が施主山形屋義兵衛一行を引き連れて現れる。願哲が葬儀を頼まれた水死人は、吉原の松山（お松）であった。願哲は藤助を怪しい者と思い、山形屋 若衆ととも 藤助に切りかかる。　
その時、天候が変化し、 「うしろの猫石目をひ き、火ゑんをふ
きかけ、そのあたりより猫石の精
ヨ 六
あらわれ、くだんのおけへた
ちかゝ る。藤助やらじとと

める。立ち廻りに猫石の精
ヨ 六
、ひ
きぬきにて老女のかつら、すがたもともに半身まだらの大ねことなつてきつと見得。…（中略）…／藤助
　
さてこそ火車の正たい
を。／精
ヨ 六
　
民部がくわひ中、アノ一くわん。ちかよる事のかな
わねば、女の死がひは八まんならくへ。／ト早おけを打くだき、松山の死がひに、お袖の首をにぎつて ち上る。／藤助
　
ハテす
さまじきくわしやのふるまひ。／精
ヨ 六
　
雲に飛行し、このまゝに。
／ト大どろはげしく［ （大どろどろ早笛じやりにて） ］松山の死がひの帯ぎわ つかみ、お袖のくびをくわえきつ なる。 」
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と、猫石の精霊は復活し、松山の死骸とお袖の首を持って、二股の尾の猫の姿となり飛び去る。　『…扇宿付』では、妖猫は、金峰山の奥に生まれ大阪城に住んだ猫であるが 大坂夏の陣の際に父を焼き殺され、徳川への恨みから徳川の本国である三河へ行き、西尾家の老女をかみ殺して化けたという。しかし、徳川へ 恨みを果たす望みがかなわないうちに、正作・宗三、村中 百姓に取り囲まれ切りつけられて 繁蔵に撃たれてしま 『独道中…』では猫石の精は逃げた後再登場することはないが、 『…扇宿付』では、妖猫は、今度は狩人繁藏の所に現れる。　第三幕で妖猫退治の際に登場した狩人繁蔵であるが、第四幕に
はその妻子が登場す 繁蔵は、親類から頼まれて岡崎 行く。付近の農村で赤子が度々消えてしまう事件が起き 詳しく調べてゆくと、法光寺村の古寺に年を経 猫 住ん いて それが赤子をさらって食べるという。もし妖猫を撃ち留めることが き ば人助けになるので、頼まれて行ったと言う。　
繁蔵とお静には二人の娘がいる、庄屋に認められて庄屋の息子
與太郎も預かっている 猟師の松蔵がお静 惚れ る 松蔵女房がやき ち焼きであ 娘が父 帰宅に備えて焚木を拾いに行き一人 谷に落 るなど、きめ細かく物語が構成されている。　
繁蔵が不在でお静が留守居をしている家に、松蔵が仲間と連れ
立ってやってきて強引に入り込み、お静にからむ。庄屋が息子與太郎の誕生祝いのために持ってきた重箱を肴 酒を飲む 怒鳴り込んできた松蔵の女房おかんも、お静が松蔵 引っ張り込んだと誤解する。
　
一方、妖猫は、おかやに化けて乳をもらいにやって来るが、そ
の子に乳をやっている間に與太郎が泣き出したため、うかつにもおかやに與太郎を預けてしまう。おかやは、與太郎を抱えたまま、姿を消す。　
そこへ繁蔵が帰って来る。お静と話をしているうちに、與太郎
がいないことに気がつく。繁蔵が家内の酒肴に気 ついたときに、おかんがやってきて、お静が松蔵を引っ張り込んだと言う。おかんの讒言により怒り狂った繁蔵は、お静を責め打ち据える。そこへ、焚き木を拾いに行った妹のお道が帰ってきて姉のお辰が谷に転落したことを告げる。　
繁藏がお辰を助けに出てゆくと、お静は泣きながら繁蔵に誤解
された経緯をお道に伝える。お静は、潔白を証明するために死を決意する。お道も共に死ぬと言 、母子共に死ぬ。　
一方、繁蔵は谷から転落しながらも生きて気絶していたお辰を
見つける。　
そこへ、庄屋がやってきて、繁蔵の妻子の自殺を告げる。遺書
には、夫の留守には人にあらぬことを言われぬ うに大事 家守っていたのに、夫 不義の疑いを受け、言訳ができ うえ、大恩のある庄屋様の大事なお子様を失って申訳ないため、娘のみちと共に自害しますから、御許しください、 あった。繁藏は涙ながらに遺書を読み 「一途 迫り、發狂した 思はるゝ、不便な事をさせたなあ。 」とつぶやく。　
自らの不運を嘆く繁藏に対して、突然猫に憑りつかれて豹変
たお辰が、繁藏に殺された妖猫の恨みが原因で、繁蔵一家の悲劇が起きた事を告げる。お辰が繁藏に襲い かったため 、繁藏は
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第14号
（四二）
思わずお辰を切り殺し、猫の祟りの恐ろしさを思って自害する。
　
歎息なせば泣き居たる、娘お辰が顏を上げ、 （ト繁藏ぢつと思入。お辰側へ寄り、 ）
お辰
　
とゝさん、お前それを知らぬかえ。
繁藏
　
なに、知らぬかとは。
お辰
　
お前が撃つた猫の恨み。
繁藏
　
何と。
　
折から落す山風に、髪も亂れて形相變り、さも恨めしげに打見やり。
お辰
　
庄屋の息子を奪ひしも、女房娘が自殺なせしも、我が通力のなせしこと、見よ汝等四人共取殺すからさう思へ。
繁藏
　
さては撃ちたる猫の一念、娘お辰に乗りうつりしか。
お辰
　
わが恨みをば、思ひ知れ。
　

繁藏目がけて飛びかゝる、姿はさながら猫に似て、
通力自在に飛び附き飛び附き、變化の業通あしらひ兼ね、用意 差したる山刀、脅しに拔いて切拂へば。　
ト誂への鳴物になり、お辰猫の思入にて繁藏へ飛附く、繁藏山刀を拔いて、脅しに切拂ふ立廻りよろしくあつて、
　
爪とぎ立てゝ飛び附くにぞ、是れまでなりと繁藏がた一刀に切下れば、あつとばかりに倒るゝ娘、果敢なく息は絶え ける。
　
や、脅しに拔いた刀にて娘お辰を切殺せしか、やゝゝゝゝ。
　
刀投げ捨て駆け寄りて、抱き起せど事切れて、餘り
のことに茫然と暫し呆れて居たりしが、　
ト刀を捨てお辰を抱き起し見て、あきれし思入にて手を放す、お辰ばつたり倒れる。
　　　
今日一日に女房はじめ、二人の娘が非業の最期、かゝる憂き目を今見るも三州西尾で撃留めし猫の祟りであつたるか。
　

折しも吹き來る一陣の 風に木の葉もひら

と、
目先に殘る妖猫の、拔けつ潛りつ切拂ふ。　
ト此うち繁藏へ猫飛びかゝるといふ思入にて切拂ふ、ト山刀を我が咽喉へ突き立て、
　
妖魔の祟りぞ。　
ト繁藏よろしく苦しみ倒れる。
　
妖猫の祟りによる猟師一家全滅の物語は『…扇宿付』における
創作であり、これにより妖猫譚に因縁果報の報にあたる結末が付け加えられる。　
引用は、 『有松染相撲浴衣』 （ 『黙阿弥全集』第
24巻、河竹黙阿弥
著、河竹糸女補、河竹繁俊編、春陽堂、大正
15年） 、 『高櫓力士旧
猫伝』 （桃川如燕著、鶴声社、明
18年、上・下２冊） 、 『百猫伝内
　
小野川真実録』桃川如燕講演、今村次郎速記、九皐館、明
26年） 、
『五十三駅扇宿付』 （ 『黙阿弥全集』第
26巻、河竹黙阿弥著、河竹
糸女補、河竹繁俊編、春陽堂、大正
15年） 、 『獨道中五十三駅』 （ 『鶴
屋南北全集』第十二巻 竹柴太郎編、三一書房 昭和
49年）に
よる。
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Ghost Stories and Strange Phenomena in Dramas by Mokuami Kawatake,
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The History of Japanese Ghost Stories in Modern Literature(9)
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